
同 窓 会 憲 章

　法政大学高等学校同窓会は母校の
伝統風土である「良き師、良き友、
集い結べり」の精神を継承し、母校の
校格向上を目的として一致協力して
強力な支援体制を築きます。
　さらに「母校の誇り、母校愛、母校
への貢献」を共通理念として会員が
一体となった活力ある組織を形成
いたします。
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2023 年（令和 5 年）6 月15 日（木）第 48 号

会員各位
2023 年度 法政大学高等学校同窓会 総会のご案内

法政大学高等学校同窓会
会長　髙村嘉昭

拝啓　会員の皆さまに於かれましては益 ご々健勝の事とお慶び申し上
げます。
平素より同窓会活動に格別なご支援ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、同窓会総会は 2020 年度から新型コロナウイルス感染症拡大
の影響を受けて残念ながら開催を見合わせ、会報「進取」での
紙面総会とさせていただいておりました。
　今春を過ぎた頃からコロナ感染症への適切な対応により日常の生活
が取り戻されるようになり、5 月には感染症法上の位置づけが５類感染
症へと引き下げられました。
　そこで、今年は同窓会総会、懇親会を対面の形で母校の法政
大学高等学校において開催させていただく事にいたしました。
　何卒、皆様お誘い合わせの上、奮ってご参加くださいますようお願い
申し上げます。
　なお、ご参加を希望される方は同封のハガキで 7 月 10 日（月）
までにご返信くださいますようお願い申し上げます。

敬具

記
1.　日　時　2023 年 7 月29日（土）　受付開始 11：30
2.　内　容　総会 12：00 ～ 12：50　懇親会 13：00 ～ 15：00
3.　会　費　4,000 円
4.　場　所　法政大学中学高等学校
　　　　　  〒181-0002 三鷹市牟礼 4-3-1　電話 0422-79-6233

以上

7 月 29日（ 土） 高校で総会開催 !
高校で会員の皆さまとお会いできます事を楽

しみにしております。
同窓会は卒業生との交流、学校支援を基

調に活動を進めていますが、その年度方針を
定める総会の開催を後押ししたのは、学校に
日常が戻ってきた事でした。

生徒が笑顔を取り戻し、若干の制約はある
ものの授業をはじめクラブ活動、修学旅行や
スキー教室、卒業式、入学式などの学校行
事がコロナ以前に近い形で行われ、自由闊達
な雰囲気が校内に漂ってきております。

さらに、生徒・教員・保護者で校内ルー
ルの是非を検討する「三者協議会」の取り
組みが昨年 12 月に行われた法政大学主催の

「第六回自由を生き抜く実践知大賞」で「自
立した市民賞」を受賞しました。同窓会にとり
ましても素敵なプレゼントになりました。

3 年余りに渡り対面での交流が憚られてい
たため、会報を通しての活動に終始せざるを
得なかった事は貴重な教訓として今後に活か
してまいりたいと思います。

「性差を超えて楽しめる同窓会」へ
　　　　　知恵と力をお貸しください！

母校の共学教育は法政大学高等学校と
校名を変え武蔵野市から三鷹市へと移転した

2007 年 4 月から始まりました。
そして、女性の卒業生は 2010 年から現在

に至るまでの 13 年間で 1,123 名を数える迄に
なり、同窓会も男女が一緒に活動する時代と
なりました。

今後は女性の皆さんにも積極的に携わって
いただき、参加して良かった、楽しかったと
言われる同窓会にしなければいけません。

それには女性の皆さんの知恵と力が必要です。
ご協力いただける方は事務局へご一報くだ

さい。よろしくお願いいたします。

同窓会奨学金給付スタート!
同窓会奨学金の設立は前号でご報告しまし

たが、今年度から若干名ですが支援すること
ができました。

これも会員各位と高校・大学のご協力があ
ったればこそと感謝しております。

奨学金は卒業生と在校生との絆を紡ぐ糸
です。今後も奨学金を必要とする生徒がいる
限り支援を続けてまいりますので、会員の皆
様には引き続きのご援助をよろしくお願いいた
します。

歓迎 232 名が同窓会会員に !
卒業式は 3 月11日に行われ 232 名（男子

97 名、女子 135 名）が高校を巣立ち同窓会

の会員になりました。
同窓会から新会員になった卒業生に記念品

として「真空二重マグ・ココカフェ」をプレゼン
トしました。

また、クラス委員に選ばれた 12 名の方々に
は同窓会の資料を渡して卒業後の協力をお願
いしました。

入学式は 4 月7日、法政大学より廣瀬克哉
総長が出席されて 224 名（男子 95 名、女子
129 名）の新入生に祝辞を述べられました。

クラブ活動への支援を !
高校には体育系 16クラブ、文科系 9クラブ、

併せて 25 のクラブが活動していますが、同窓
会から声掛けをして何かしらの支援をしたいと
思っています。

例えばホームページの活用です。支障のな
い範囲でクラブの行事や活動状況、試合日程
などの掲載を通して卒業生はもとより保護者の
方々などに幅広く発信することでクラブ活動の
活性化につなげていければと思います。

同窓会は今年の 3 月にはゴルフ大会を開催
し、7 月には総会をといった流れで会員同士
が直接交流できる活動を展開してまいります。
どうか会員の皆様には変わらぬご支援とご協
力をお願い申し上げます。

初心に戻って初心に戻って
　同窓との交流促進へ　同窓との交流促進へ

同窓会会長　髙村 嘉昭（高校 18 期／１９６６年卒）
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あ
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。
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さ
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。

卒業生 232 名（男子 97 名、女子 135 名）卒業生 232 名（男子 97 名、女子 135 名）
新入生 224 名（男性 95 名、女性 129 名）新入生 224 名（男性 95 名、女性 129 名）

（写真）法政大学　廣瀬克哉総長　ご祝辞（写真）法政大学　廣瀬克哉総長　ご祝辞
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麻
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2022 年度　会計報告 2022 年度　活動報告

2023 年度　予算（案） 2023 年度　活動計画（案）

費　目 項　目 2022年度予算 2022年度決算 備　　　考

繰越金 2,408,403 2,408,403

会　費 3,330,000 3,572,626

（イ） 入  会  金 1,631,000 1,624,000 新卒業生入会金　7,000円×232名

（ロ） 新入会員年会費 699,000 696,000 新卒業生年会費　3,000円×232名

（ハ） 年会費・寄付金 1,000,000 1,252,626 既卒業生会員年会費・寄付金

（ニ） その他会費 0 0

雑収入 1,002,931 1,041,261 別途積立金より戻入、グッズ売上、預金利息

6,741,334 7,022,290

(経常収入) 4,332,931 4,613,887

費　目 項　目 2022年度予算 2022年度決算 備　　　考

経常費 1,000,000 996,150

（イ） 学校協力費 300,000 260,475 学校行事、部活動支援金、卒業記念品等

（ロ） 会　議　費 10,000 35,570 会議諸費用

（ハ） 組織活動費 100,000 108,000 広告協賛費

（ニ） 印　刷　費 10,000 0

（ホ） 通　信　費 10,000 17,182 メール便代、郵便代

（ヘ） 人　件　費 540,000 540,000 事務局員手当

（ト） 事務用品費 10,000 8,427 諸事務用品費

（チ） 雑　　　費 20,000 26,496 振込手数料、慶弔費等

事業費 3,720,000 3,588,915

（イ） 会報発行費 2,300,000 2,295,370 会報「進取」発行費

（ロ） ＨＰ費用 200,000 79,973 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続料

（ハ） 総会、委員総会費 20,000 13,572 紙面総会返信はがき代

（二） 同窓会奨学金基金 1,000,000 1,000,000 法政大学LU募金へ同窓会奨学金基金として支出

（ホ） 同窓会奨学金拠出金 200,000 200,000 法政大学LU募金へ同窓会奨学金拠出金として支出

4,720,000 4,585,065

2,021,334 2,437,225

6,741,334 7,022,290

(経常支出) 4,720,000 4,585,065

計

財務委員会

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

計

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

次年度繰越金

合　　　計

費　目 項　目 2022年度実績 2023年度予算 備　　　考

繰越金 2,408,403 2,437,225

会　費 3,572,626 3,640,000

（イ） 入  会  金 1,624,000 1,673,000 新卒業生入会金　7,000円×239名

（ロ） 新入会員年会費 696,000 717,000 新卒業生年会費　3,000円×239名

（ハ） 年会費・寄付金 1,252,626 1,250,000 既卒業生会員年会費・寄付金

（ニ） その他会費 0 0

雑収入 1,041,261 50,000 グッズ売上、預金利息

7,022,290 6,127,225

(経常収入) 4,613,887 3,690,000

費　目 項　目 2022年度実績 2023年度予算 備　　　考

経常費 996,150 1,010,000

（イ） 学校協力費 260,475 260,000 学校行事、部活動支援金、卒業記念品等

（ロ） 会　議　費 35,570 50,000 会議諸費用

（ハ） 組織活動費 108,000 100,000 広告協賛費

（ニ） 印　刷　費 0 10,000 封筒印刷代等

（ホ） 通　信　費 17,182 20,000 メール便代、郵便代

（ヘ） 人　件　費 540,000 540,000 事務局員手当

（ト） 事務用品費 8,427 10,000 諸事務用品費

（チ） 雑　　　費 26,496 20,000 振込手数料、慶弔費等

事業費 3,588,915 2,880,000

（イ） 会報発行費 2,295,370 2,300,000 会報「進取」発行費

（ロ） ＨＰ費用 79,973 80,000 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続料

（ハ） 総会、委員総会費 13,572 300,000 総会開催予備費

（二） 同窓会奨学金基金 1,000,000 0 同窓会奨学金基金は2022年度１回限り

（ホ） 同窓会奨学金拠出金 200,000 200,000 法政大学LU募金へ同窓会奨学金拠出金として支出

4,585,065 3,890,000

2,437,225 2,237,225

7,022,290 6,127,225

(経常支出) 4,585,065 3,890,000

次年度繰越金

合　　　計

財務委員会

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

計

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

計

実施した活動
1. 役員会の実施
　（4/7，6/20，10/26，12/2，1/12，3/9）
2. 中学・高校校長訪問（6/4）
3. 法政大学校友会理事会出席
　（6/25，9/20，1/28，3/14）
4. 校友会付属高同窓会ブロック会議開催
　（6/5，11/26，3/25）
5. 同窓会奨学金規定制定（7/26）
6. 同窓会会報「進取」発刊（7/27）
7.「進取」により紙面総会を実施（7/27）
8. 全国卒業生の集い「栃木大会」に参加
　（11/3 ～ 11/5）
9. 三鷹駅伝応援参加（11/27）

10. オール法政新年を祝う会出席（1/29）
11. 第８回同窓会ゴルフ大会開催 （3/2）
12. 新卒クラス委員説明会（書面配布 3/10）
13. 高校卒業式出席（3/11）

コロナのため実施出来なかった活動
1. 高校入学式への参加
2. 同窓会総会の対面実施
3. 役員・クラブ委員合同新年会
4. 付属校役員懇親会

1. 役員会の開催
2. 総会の対面開催
3. 高校の入学式、卒業式への参加
4. 会報「進取」の発刊
5. ゴルフ大会の開催
6. 校友会終身会員の増強
7. 母校との協力体制の強化
8. 法政大学校友会との協力体制の強化
9. 付属校同窓会との協力体制の強化

10. PTA との協力体制の強化
11.クラス委員、クラブ委員との連携強化

監査報告書
　2022 年度（2022 年 4 月1日～ 2023 年 3 月
31日）、同窓会収支決算書の会計監査を2023
年 5 月11日に実施しました。会計監査の結果、
業務の執行および決算書類、会計処理は適正
に実施されており、収支決算書は適正である
ことを認めます。

2023 年 5 月 11 日　

会計監査　　泉　　智雄　　

会計監査　　今泉　直樹　　

法政大学高等学校同窓会　2022年度収支決算書
（2022.4 .1 ～ 2023.3 .31）

法政大学高等学校同窓会　2023年度収支予算書
（2023.4 .1 ～ 2024.3 .31）
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高
校
水
泳
部

高
校
水
泳
部

弓
道
部

弓
道
部

英
語
研
究
部

英
語
研
究
部

　

弓
道
部
は
、１
９
６
１（
昭

和
36
）
年
の
創
部
で
60
年

以
上
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま

し
た
。
一
中
高
時
代
は
学
校

に
弓
道
場
が
な
く
、
西
荻

窪
に
あ
る
遊
神
館
吉
田
教

場
（
岡
山
県
高
梁
市
出
身

の
吉
田
能
安
先
生
が
創
設
）

に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
今
も

吉
田
道
場
門
下
の
正
法
流

竹
林
派
を
受
け
継
ぐ
３
つ
の

高
校
の
一つ
で
す
（
他
は
学

大
付
属
、
都
立
日
比
谷
）。

三
鷹
移
転
以
降
、
学
校
に

弓
道
場
が
開
設
さ
れ
（
体

育
館
西
の
バッ
ク
ネ
ッ
ト
後
ろ

を
降
り
ま
す
）、
徐
々
に
男

昨
年
度
ま
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
感
染
予
防
に
工
夫
を

凝
ら
し
な
が
ら
大
会
準
備

お
よ
び
大
会
参
加
に
関
す

る
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
高
校
３
年
生
に
と
っ

て
は
な
か
な
か
プ
ー
ル
練
習

が
で
き
な
い
中
、
９
月
に
入
っ

て
か
ら
法
明
立
対
抗
戦
で
の

遅
い
引
退
試
合
に
な
り
ま
し

た
。
３
年
間
、
も
し
く
は
６

年
間
の
集
大
成
と
し
て
、
大

会
終
了
後
は
笑
顔
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。
５
月
の
春
季

大
会
、
６
月
の
選
手
権
大

会
・
９
月
の
新
人
戦
と
公
式

戦
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

水
泳
部
は
段
階
的
な
活

動
制
限
の
下
、
大
会
に
向
け

て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
き

ま
し
た
。
引
退
試
合
の
法

明
立
対
抗
戦
の
大
会
は
練

英
語
研
究
部
は
、
中
１

か
ら
高
３
ま
で
の
生
徒
が
一

緒
に
英
語
を
使
っ
て
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
何
を
い
つ
ど
の
よ
う

に
や
る
か
を
決
め
る
の
は
生

徒
で
、
顧
問
は
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
徹
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
形
態
を

と
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
６

年
前
の
高
校
３
年
生
の
代
か

ら
で
す
。「
英
語
を
使
う
活

動
を
自
分
達
の
力
だ
け
で
や

っ
て
み
た
い
」
と
い
う
希
望

を
生
徒
た
ち
が
出
し
て
き
た

の
が
最
初
で
し
た
。
台
本

作
成
か
ら
取
り
組
む
「
英

語
劇
」、
隣
の
小
学
校
で
の

「
出
前
授
業
」
な
ど
の
活

動
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

し
か
し
、
中
１
か
ら
高

３
ま
で
い
る
た
め
、
部
員
間

の
英
語
力
の
差
が
大
き
い
こ

と
や
、
部
員
に
よ
っ
て
や
り

た
い
こ
と
が
異
な
る
、
な
ど

の
理
由
か
ら
活
動
内
容
自

体
を
決
め
る
こ
と
も
難
し
い

の
は
事
実
で
す
。
そ
れ
で
も

「
み
ん
な
で
取
り
組
め
る
こ

と
は
何
か
」
を
考
え
、「
ど

う
や
れ
ば
そ
れ
が
形
に
な
る

か
」
を
考
え
る
こ
と
自
体

が
生
徒
達
の
糧
に
な
っ
て
い

習
量
が
少
な
い
人
も
参
加
で

き
る
よ
う
、
ま
た
多
く
の
３

年
生
も
出
場
で
き
る
よ
う

短
水
路
競
技
大
会
と
し
て

開
催
し
ま
し
た
。
多
く
の

選
手
が
入
賞
し
、
個
人
・
リ

レ
ー
と
も
に
賞
状
を
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
多

く
の
O
B
O
G
が
駆
け
つ

け
て
く
れ
ま
し
た
。
１・２

年
生
が
チ
ー
ム
と
し
て
挑
む

初
大
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

大
会
の
反
省
と
し
て
自
分
の

足
り
な
い
も
の
を
痛
感
し
た

大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
大
会
参
加
で
チ
ー
ム
の
関

係
が
密
に
な
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
次
シ
ー
ズ
ン
に

向
け
て
、
試
練
や
困
難
を

乗
り
越
え
、
よ
り
洗
練
さ

れ
た
選
手
に
な
っ
て
活
躍
を

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
年
度
の
高
３
は
「
英

語
を
使
っ
て
新
し
い
こ
と
を

学
ぶ
」
こ
と
に
主
眼
を
置

き
、
探
求
型
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
や

イ
ー
ス
タ
ー
な
ど
に
つ
い
て
書

い
た
英
文
記
事
を
、
上
級

生
リ
ー
ド
の
も
と
輪
読
し
た

り
、
授
業
で
は
深
め
ら
れ

な
い
文
法
項
目
に
つ
い
て
深

く
掘
り
下
げ
た
り
、
な
ど

の
活
動
で
す
。
昨
年
度
の

文
化
祭
で
は
「
英
語
名
言
」

に
つ
い
て
調
べ
た
成
果
を
展

示
発
表
し
ま
し
た
。

今
後
の
生
徒
達
の
取
り

組
み
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

顧
問　

西
田
美
弥

子
か
ら
女
子
中
心
に
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
今
年
の

新
入
部
員
は
女
子
20
名
に

対
し
、
男
子
１
名
で
し
た
。

女
子
部
員
が
圧
倒
的
に
多
い

ク
ラ
ブ
に
な
って
い
ま
す
。

　

練
習
は
月
～
水
・
金
・
土

の
週
５
日
、
コ
ー
チ
と
し
て

O
B
の
宮
崎
正
明
氏
に
ほ

ぼ
毎
日
来
て
い
た
だ
い
て
い

る
ほ
か
、
遊
神
館
館
長
で

O
B
の
土
井
春
夫
先
生
に

週
１
回
、
学
生
コ
ー
チ
・
秋

元
梨
伽
さ
ん
に
週
２
回
来
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

高
体
連
の
試
合
で
は
予

選
通
過
を
目
標
と
し
て
日
々

稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
昨

年
度
、
個
人
戦
で
予
選
を

突
破
し
、
決
勝
戦
に
も
進

出
し
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
、

大
会
で
の
上
位
進
出
を
実

現
し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

部
員
数
：
約
50
名

初
代
顧
問
：
坂
本
正
吉

現
在
顧
問
：
小
池
祐
二

　
　
　
　
　

  

牛
田
守
彦

20
以
上
あ
る
法
政
高
校
ク
ラ
ブ
活
動
の
内
、
今
回
は

５
つ
の
ク
ラ
ブ
か
ら
現
在
の
活
動
の
様
子
を
報
告
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
！
（
※
順
不
同
）

ク
ラ
ブ
活
動
報
告

ク
ラ
ブ
活
動
報
告

だより
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「「
同
窓
会
奨
学
金
制
度

同
窓
会
奨
学
金
制
度
」」がが

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

高
校
女
子
バ
レ
ー
部

高
校
女
子
バ
レ
ー
部

音
楽
部

音
楽
部

　

音
楽
部
で
す
。
今
年
度

も
、
部
員
数
48
名
（
３
年

８
名
、
２
年
26
名
、
１
年

14
名
）
で
八
木
つ
ぐ
み
部
長

を
中
心
に
、
週
４
日
の
パ
ー

ト
練
・
バ
ン
ド
練
・
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
。
年
５
回
の
校
内
ラ
イ

ブ
（
Ｈ
Ｐ
で
告
知
し
ま
す
）・

夏
合
宿
で
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
制

作
・
発
表
会
・
他
校
と
の
合

同
ラ
イ
ブ
・
連
盟
や
外
部
の

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
積
極
的
に

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

４
月
G
W
に
は
、
オ
レ
ン

ジ
ホ
ー
ル
で
新
歓
合
同
ラ
イ

ブ
を
実
施
し
、
１
６
０
名
以

上
の
部
員
・
保
護
者
・
軽
音

連
盟
関
係
者
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
久
し
ぶ
り
の
声
出

し
ラ
イ
ブ
で
大
変
盛
況
の
内

に
終
了
し
ま
し
た
。

　

夏
の
公
式
戦
を
始
め
、
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ま
の
熱
い
応
援
を
是
非
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　

か
ね
て
よ
り
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
同
窓
会
奨

学
金
制
度
が
２
０
２
２
年

度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

高
校
在
学
中
に
経
済
的

援
助
が
必
要
に
な
っ
た
生

徒
さ
ん
を
ご
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
に
皆
様
か
ら
の

ご
寄
付
を
原
資
と
し
て
支

給
す
る
も
の
で
す
。

　

２
０
２
２
年
度
は
２
名

の
生
徒
さ
ん
へ
の
支
給
が

実
現
し
ま
し
た
。
生
徒
さ

ん
か
ら
は
「
今
後
も
勉
学

に
励
み
、
少
し
で
も
社
会

高
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
は
、
高
１
～
高
３
ま
で
の

26
名
で
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
移
転
・
共
学
化
に
伴
っ

て
創
設
さ
れ
て
か
ら
、
多
く

の
生
徒
た
ち
の
手
に
よ
っ
て

18
年
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
は
、
日
々
の
練
習

も
ま
ま
な
ら
な
い
時
期
が
続

き
ま
し
た
が
、
そ
の
時
々
に

で
き
る
こ
と
を
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
思
う
よ
う
な
結
果

に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
人

間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
同
窓
会
あ
て
に
ご

丁
寧
な
お
礼
状
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

同
窓
会
で
は
今
後
も
生

徒
さ
ん
た
ち
の
教
育
の
機

会
を
確
保
で
き
る
よ
う
な

支
援
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
持
続
の
た
め

に
皆
様
か
ら
の
あ
た
た
か
い

ご
寄
付
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

（
事
業
委
員
会
）

支 給 形 態 返還不要の給付型

支給対象者
修学意欲があるにもかかわらず、経済的理由により
学業に専念することが困難な生徒

支 給 額 授業料年額の 1/3

支 給 人 数 若干名

支 給 原 資

2022 年度に初回拠出金として同窓会積立金から
100 万円と皆様からの寄付金から 20 万円をリー
ディングユニバーシティー法政募金の「法政大学高
等学校同窓会奨学金口」へ拠出しました。
以後毎年寄付金から 20 万円を拠出する予定です。

同窓会奨学金の概要

が
残
せ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
生
徒
た
ち
が
い
き
い

き
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
愉
し

む
こ
と
、
自
分
た
ち
で
設
定

し
た
目
標
を
達
成
す
べ
く
努

力
を
重
ね
る
姿
は
、
コ
ロ
ナ

前
と
全
く
変
わ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
５
月
末
に
高
校
３
年

生
の
引
退
試
合
と
な
る
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
予
選
を
控
え
、日
々

の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

卒
業
生
も
時
折
、
練
習
に

参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
そ
の
た
び
に
成
長
し
た

姿
を
嬉
し
く
思
う
と
と
も

に
、
一
緒
に
練
習
し
て
い
た

＜ 2022 年度の主な実績＞

  7 月  Music Days 2022 東京大会 The Bee’s Knees 優秀賞。

第 6 回ガールズバンドステージコンテスト高校生大会にて PIECE OF 

CAKE が準グランプリ受賞。

  8 月 The Bee’s Knees が、令和 4 年度東京都高等学校軽音楽コンテスト

にて奨励賞。

中野サンプラザで開催された、とうきょう総文 2022 参加。

JYOJI-ROCK U-22 2022 夏大会 NEO ～決勝戦～で優秀賞、

STUDIO LEDA 賞受賞。

Tokyo Music Rise 2022 summer FINAL STAGE 優勝。

10 月 Music Days 2022 FINAL にて The Bee’s Knees が特別賞受賞。

11 月 令和 4 年度東京都高等学校文化祭軽音楽部門大会（第 15 回高校

対抗バンドフェスティバル）にて The Bee’s Knees が特別賞受賞。

時
間
を
懐
か
し
く
思
い
返
し

ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
大
切
な
の

は
、
互
い
を
信
頼
す
る
心
で

す
。
技
術
の
向
上
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
何
よ
り
も
全

員
で
ボ
ー
ル
を
つ
な
ぎ
、
ミ
ス

を
カ
バ
ー
し
あ
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
努
力
を
認
め
合
う
こ
と

で
、
豊
か
な
人
間
関
係
を

育
て
る
場
所
で
あ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
卒
業
生
た
ち
の
手
を
か
り

な
が
ら
、
保
護
者
の
協
力
の

も
と
、
生
徒
た
ち
と
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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『
二
刀
流
』

　

今
で
こ
そ
素
晴
ら
し
い
才

能
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る

が
、
今
を
去
る
こ
と
五
十
年

前
、『
ど
っ
ち
付
か
ず
の
虻
蜂

取
ら
ず
に
成
り
兼
ね
な
い
』

と
揶
揄
さ
れ
て
い
た
頃
、
野

球
の
調
布
リ
ト
ル
と
剣
道
と
、

二
者
択
一
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と

考
え
た
十
歳
の
少
年
は
、
一大

決
心
を
し
て
後
者
を
選
択
。

小
学
校
卒
業
ま
で
の
二
年
間
、

調
布
市
内
で
は
無
敵
の
快
進

撃
を
続
け
、
出
場
す
る
大
会

を
軒
並
み
優
勝
で
飾
る
。

『
進
学
は
ど
う
す
る
か
？
』

　

悩
ん
だ
末
に
受
験
勉
強
の

負
担
を
少
な
く
す
る
よ
う
大

学
ま
で
の一
貫
校
に
狙
い
を
定

め
、
無
事
、
法
政
大
学
第
一

中
学
校
（
男
子
校
）
へ
の
入

学
を
果
た
す
。
し
か
し
、
こ

の
選
択
に
大
き
な
誤
算
が
生

じ
て
い
た
事
を
十
二
歳
に
な
っ

た
彼
は
ま
だ
知
ら
な
い
。
意

気
揚
々
と
校
門
を
潜
っ
た
桜

咲
く
四
月
。
剣
道
部
へ
入
部

の
為
、
学
内
ク
ラ
ブ
を
探
す

が
、
無
い
！　

探
せ
ど
も
、

そ
こ
に
剣
道
部
は
な
か
っ
た
の

社　　　名　株式会社 ADEKA
設立年月日　1917 年（大正 6 年）1 月 27 日
本社所在地　東京都荒川区東尾久七丁目 2 番 35 号
国内事業所　営業拠点 6、生産拠点 7、研究開発拠点 4 国内事業所
グループ会社（国内）　24 社（うち食品 5 社）
グループ会社（海外）　31 社（うち食品 3 社）、16 ヵ国・地域
従 業 員 数　連結：5,466 名　単体：1,808 名 （2022 年 3 月末現在）
売　上　高　2022 年度  4,033 億円（食品 825 億円）
営 業 利 益　2022 年度    323 億円

【人財】
｢人材は『人財』｣ との基本思想のもと、人財育成理念を ｢信頼と改革｣ と定め、諸施策を推進しています。
｢信頼｣ は、当社が ｢信頼の ADEKA｣ として創業以来守り続けてきた価値を、独自不変の企業
文化として、従業員一人ひとりに根づかせていこうとするものです。知識・スキルも重要ですが、
ADEKA ではその土台として創業以来の DNA である ｢信頼｣ を大切にしています。

【事業内容】
ADEKA グループは、化学品・食品・ライフサイエンスをコアビジネスに、幅広い市場で価値ある素
財を提供するグローバル企業です。

■ 食品事業
食品事業では、「安心・安全」、「おいしさ」、｢健康｣ をモットーに、マーガリンやショートニングなど
の加工油脂、ホイップクリーム、マヨネーズなどの加工食品と生活に深く関わる製品を作っています。
使用されている製品は、ベーカリーや洋菓子店、スーパー、コンビニエンスストアに並ぶパンや菓子
など食品業界に幅広く関わっており、誰もが一度は当社の製品を味わっていることと思います。また、

『世界とともに生きる』という経営理念のもと、1988 年のシンガポールへ進出を皮切りに、その後も
中国、マレーシアへの進出も果たしています。その他、製品開発では、社会課題である食品ロス削減、
環境問題や健康志向に配慮した製品を発売。これらを市場に送り出すことで、社会課題解決を図って
おります。

■ 化学品事業
情報化学品、電子材料、樹脂添加剤、機能性樹脂、界面化学品、基礎化学品　他

■ ライフサイエンス
農薬、医薬品、医薬部外品、動物用医薬品、木材用薬品、医療材料等

だ
っ
た
。
そ
れ
も
そ
の
筈
、
一

学
年
八
十
名
の
生
徒
数
で
は
、

い
く
つ
も
の
部
活
が
活
動
で

き
ず
、
野
球
・
バ
ス
ケ
ぐ
ら
い

し
か
無
い
の
だ
っ
た
。
愕
然
と

し
な
が
ら
も
、
持
て
余
す
体

に
は
運
動
が
必
要
。
ま
た
、

友
人
を
作
る
た
め
に
も
部
活

に
入
ろ
う
と
、
ひ
そ
か
な
野

望
を
心
に
秘
め
バ
ス
ケ
ッ
ト
部

に
所
属
す
る
。

　

10
フ
ィ
ー
ト
の
リ
ン
グ
に
苦

戦
し
つ
つ
も
通
い
慣
れ
た
調

布
の
道
場
で
腕
を
磨
い
た
一
年

後
、
満
を
持
し
て
体
育
科
の

ド
ア
を
叩
き
『
中
学
校
剣
道

同
好
会
設
立
』を
直
訴
。
待
っ

て
い
た
よ
う
な
滝
口
教
諭
の

後
押
し
も
あ
り
、
難
無
く
学

内
で
の
剣
道
修
業
が
始
ま
っ

た
。
当
然
、
同
級
生
と
の
手

合
わ
せ
で
は
物
足
り
な
く
、

相
手
は
高
校
生
が
中
心
と
な

り
、
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
地
域
の
中
学
校
大
会
で
は

『
法
政
に
強
い
ヤ
ツ
が
い
る
』

と
評
判
に
な
り
、
天
狗
気
分

で
い
よ
い
よ
楽
し
気
な
高
校

生
活
に
向
か
う
。

『
法
政
大
学
第
一
高
等
学
校
・

剣
道
部
主
将
』

　

高
一で
二
段
、
高
三
で
三
段

と
順
調
に
段
位
を
取
得
。
部

活
に
没
入
し
つ
つ
も
、
同
級

生
と
の
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
し
、
若
い
春
を
大
い
に
堪
能

す
る
。
そ
こ
に
は
、
秘
め
や

か
な
恋
物
語
な
ど
も
あ
っ
た

の
だ
と
は
思
う
が
…
…
。
そ

ん
な
彼
が
後
に
、
株
式
会
社

A
D
E
K
A
の
取
締
役
に
な

る
と
は
、
誰
一
人
と
し
て
思
い

も
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
蛇
足

で
は
あ
る
が
、
教
師
か
ら
の

信
頼
が
厚
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う

か
、
高
三
時
の
体
育
授
業
・

剣
道
で
は
、
ほ
ぼ
ほ
ぼ
彼
が

そ
の
時
間
を
仕
切
っ
て
お
り
。

開
始
と
終
了
の
際
に
し
か
教

師
の
姿
を
見
掛
け
な
い
こ
と

も
。
そ
ん
な
長
閑
な
時
代
で

も
あ
っ
た
。

　

１
９
８
１
年
４
月
、
順
調

に
法
政
大
学
に
入
学
し
、
全

国
か
ら
集
ま
る
剣
道
の
猛
者

達
の
レ
ベル
を
痛
感
す
る
。
挫

折
を
経
験
し
つ
つ
も
、
最
後

ま
で
体
育
会
剣
道
部
を
辞
す

る
こ
と
は
な
く
、
四
年
間
の

大
学
生
活
を
過
ご
し
、
四
段

に
昇
段
。
１
９
８
５
年
４
月
、

晴
れ
て
社
会
人
と
な
り
株
式

会
社
A
D
E
K
A
入
社
。

　
『
地
味
な
ん
で
す
け
ど
凄
い

高校時代の写真（向かって左が小林さん）

ん
で
す
‼
』を
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
C
M
を
打
つ
会
社
。
荒

川
区
に
本
拠
を
置
く
、
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
。
皆
様
に
は
馴
染

み
の
、
リ
ス
印
の
マ
ー
ガ
リ
ン
（　

学
校
給
食
の
パン
と
共
に
提
供

さ
れ
て
い
た
あ
の
マ
ー
ガ
リ
ン
）

が
有
名
で
す
。

　

入
社
後
、
東
京
・
大
阪
・

札
幌
と
何
度
も
転
勤
を
命
じ

ら
れ
な
が
ら
も
、
持
ち
前
の

我
慢
強
さ
か
ら
徐
々
に
そ
の

地
位
を
上
げ
て
い
く
。
そ
の

道
程
は
、
正
に
『
己
を
磨
く
』

が
本
分
の
剣
の
道
を
愚
直
に

進
ん
で
行
っ
た
姿
を
彷
彿
と
さ

せ
る
。

　

２
０
２
３
年
４
月
現
在
、５
，

０
０
０
人
超
の
社
員
と
共
に

『
豊
か
な
暮
ら
し
』
に
貢
献

す
る
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人

と
し
て
活
躍
を
続
け
て
い
る
。

株式会社ADEKAとは 【経営理念】
新しい潮流の変化に鋭敏であり続ける
アグレッシブな先進企業を目指す

世界とともに生きる

「人々のくらしを豊かにする」ため
に、使命感をもって製品を開発し、
人々の豊かなくらしを支えてまい
ります。

ADEKA
公式サイト

小林義昭さん

株式会社ADEKA　取締役常務執行役員
法政大学第一高等学校卒 33期生

同級生の友との会食・ゴルフのラウンドを
こよなく楽しむ心優しき同窓生です。

活
躍
する

卒
業
生

O
B
訪
問

6



法
政
大
学
理
工
系
同
窓
会

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

参
加
報
告

２
０
２
２
年
11
月
３
日
11
時

よ
り
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
西
館
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
で
、
法
政

大
学
理
工
系
同
窓
会
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
と
同
時
開
催
の
為
、

学
生
の
皆
さ
ん
も
参
加
さ
れ
て

賑
や
か
な
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

に
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
３
年
ぶ

り
の
開
催
で
し
た
が
、
同
窓
生

だ
け
で
な
く
在
校
生
へ
の
支
援
、

研
究
分
野
で
の
活
躍
、
活
気
あ

る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
副
会
長　

吉
岡
郁
典
）

海
中
洞
窟
に
潜
る
よ
う
に

ビ
ル
の
地
下
二
階
に
下
り
る
と

『
銀
座
B
a
r
海,
s
』
に

辿
り
着
け
る
。

BAR 海 'S
（ バーシーズ　と読んで下さい！
　 決してウミズとは読まないでね ）

住所：中央区銀座 8-2-8 高坂ビル B2

TEL：090-4923-8750

１
９
８
４
年
夏
、
甲
子
園

に
24
年
ぶ
り
に
出
場
し
た
母

校
の
、
新
入
生
な
が
ら
応
援

団
に
参
加
し
、
そ
の
ま
ま
法

政
大
学
で
も
応
援
団
に
所
属

し
た
店
主
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も

負
け
ず
気
の
置
け
な
い
店
と
し

て
、２
０
２
３
年
２
月
に
開
店
。

1. 理工系学部科学技術フォーラム／
　 ポスターセッション（16 研究室が展示）

2. 中野久松名誉教授　特別講演
　「アンテナ科学技術の進展、自然系アン
　 テナから超自然系アンテナの出現まで」

3. 東館生協食堂にて、学生の皆さんへの
　キャリア相談会及び懇親会

プログラム

銀
座
の
地
名
と
店
名
と
、

い
い
意
味
で
副
わ
な
い
、
気
軽

に
扉
を
開
く
事
の
出
来
る
居

酒
屋
的
B
A
R
。
自
慢
の
刺

し
盛
も
、
ド
リ
ン
ク
も
決
し

て
銀
座
価
格
で
は
な
い
良
心

的
な
金
額
。
店
主
の
人
柄
か

ら
か
数
時
間
（
２
～
６
時
間
）

も
居
続
け
る
強
者
も
ま
ま
見

か
け
る
よ
う
だ
。

店
内
で
は
50
イ
ン
チ
画
面

で
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
堪
能
で
き

る
た
め
、
そ
れ
を
目
的
に
野

球
フ
ァ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
好
き
の

酒
呑
み
が
集
ま
る
。
特
に
ド

ラ
キ
チ
や
ス
ワ
フ
ァ
ン
、
法
政

O
B
な
の
に
何
故
か
元
ロ
ッ

テ
の
愛
甲
選
手
（
横
浜
高
校

出
身
）
も
懇
意
に
し
て
い
る
。

因
み
に
店
主
、
父
・
叔
父
・

従
兄
弟
、
皆
法
政
出
身
の
身

を
切
る
と
オ
レ
ン
ジ
の
血
が
出

る
よ
う
な
H
O
S
E
I
一
族

で
あ
る
。

使
い
勝
手
が
良
く
、
二
次

会
三
次
会
、
チ
ョッ
ト
し
た
一

杯
を
楽
し
め
る
お
店
と
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

席
数
カ
ウ
ン
タ
ー
７
席
の
み

の
為
、
来
店
前
に
予
約
・
確

認
を
い
た
だ
け
ま
す
と
助
か

り
ま
す
。

第９回「同窓会ゴルフ大会」
開催のお知らせ

ゴルフ大会の案内状をご希望の方は同封の
はがきの「□第 9回ゴルフ大会の案内状を
希望します」の□欄に ✓印をご記入の上
ご返送ください。
お申し込みをいただいた方には改めてご案
内状をお送りいたします。

第
８
回
同
窓
会
ゴ
ル
フ
大

会
が
２
０
２
３
年
３
月
２
日

（
木
）
に
千
葉
県
市
原
市
の

キ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ズ
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
で
、
20
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

前
回
の
第
７
回
大
会
は

２
０
１
９
年
９
月
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

３
年
半
の
延
期
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
が
、
開
催
を
待

ち
望
む
同
窓
生
が
集
い
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
思

う
存
分
プ
レ
ー
を
楽
し
み
、

親
交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

優
勝
は
初
参
加
の
18
期
、

沖　

弘
志
さ
ん
、
ネ
ッ
ト
ス
コ

ア
は
73
・
６
で
堂
々
の
初
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。
準
優
勝

は
38
期
の
斉
藤　

弘
さ
ん
で

ネ
ッ
ト
ス
コ
ア
は
75
・
２
。
そ

し
て
参
加
者
は
５
期
か
ら
38

期
ま
で
、
正
に
全
て
の
世
代

が
繋
が
る
同
窓
会
ゴ
ル
フ
大

会
に
な
り
ま
し
た
。

【開催日】2024 年 2 月 16 日（金）
【場　所】キングフィールズゴルフクラブ

千葉県市原市新巻 377
【会　費】
参 加 費 　3,000 円
プレー費  13,000 円
（キャディー・昼食付、利用税等含む）
（70 歳以上の方はゴルフ場利用税 950 円が
  免除されます）

【申込先】
法政大学高等学校同窓会事務局
TEL 0422-79-6233

E-mail
hoseimemory@
ebony.plala.or.jp

プ
レ
ー
後
の
表
彰
式
は
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
防
止
策
を
考
慮

し
、
飲
食
は
コ
ー
ヒ
ー
と
ケ
ー

キ
の
み
で
短
時
間
で
執
り
行

い
ま
し
た
。

し
か
し
久
し
振
り
の
対
面

で
の
行
事
が
開
催
出
来
る
こ

と
に
参
加
者
一
同
「
集
う
こ

と
の
喜
び
」
を
実
感
し
、
次

回
大
会
で
の
再
会
を
誓
い
大

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

次
回
第
９
回
大
会
は

２
０
２
４
年
２
月
16
日
（
金
）

に
今
回
と
同
じ
キ
ン
グ
フ
ィ
ー

ル
ズ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
参
加

を
ご
希
望
の
方
は
同
窓
会
事

務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
い
た
だ
い
た
方
と
、

過
去
の
ご
参
加
の
皆
様
に
は

改
め
て
ご
案
内
を
差
し
上
げ

ま
す
。

ど
う
か
、
皆
様
お
誘
い
あ

わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。（事

業
委
員
会
）

卒
業
生
が
経
営
す
る
お
店
を
紹
介
し
ま
す

石
橋 

宏
一
さ
ん
（
１
９
８
６
年
卒
・
39
期
）

第
８
回
「
同
窓
会
ゴ
ル
フ
大
会
」が

３
年
半
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
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教　

員

◆
退　

職 

（
２
０
２
３
年
３
月
）

　

鈴
木
ひ
か
り （
専
任
教
諭
・
英
語
科
）

　

宝
利　

彩
夏 （
特
別
教
諭
・
国
語
科
）

　

寺
﨑　

健
夫 （
特
別
教
諭
・
社
会
科
）

　

岩
渕　

匡
彦 （
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

◆
採　

用 

（
２
０
２
３
年
４
月
）

　

相
山　

郁
美 （
専
任
教
諭
・
英
語
科
）

　

藪
内
祥
司
子 （
特
別
教
諭
・
国
語
科
）

　

今　
　

陽
童 （
特
別
教
諭
・
社
会
科
）

　

古
林　

蒔
人 （
任
期
付
教
諭
・
社
会
科
）

　

前
原　

那
菜 （
任
期
付
教
諭
・
体
育
科
）

　

松
井
ち
あ
き （
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

物
故
者

元
教
諭

　

轟
木　

幸
生　

先
生

２
０
２
３
年
３
月
９
日
ご
逝
去

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
享
年
89
歳
）　

元
教
諭

　

塗
谷　

弘
道　

先
生

２
０
２
３
年
３
月
29
日
ご
逝
去

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
享
年
101
歳
）　

同
窓
会
相
談
役

　

鈴
木　

嘉
能　

様

２
０
２
３
年
１
月
６
日
ご
逝
去

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
享
年
90
歳
）　

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

2023 年度　法政大学高等学校同窓会　役員名簿

（
ク
ラ
ス
別　

50
音
順
掲
載
）

１
組
／
金
澤 

邦
彦
・
駒
村 

紫
乃

２
組
／
高
橋 

飛
成
・
中
島 

奈
々

３
組
／
久
保 

理
玖
・
齊
藤 

万
由
子

４
組
／
永
井 

沙
也
加
・
堀
田 

朝
陽

５
組
／
大
坂 
優
太
朗
・
靏
田 

柚
音
ノ
エ
ミ

６
組
／
大
塚 

恵
都
・
古
田 

綾
音

２
０
２
３
年
度　

２
０
２
３
年
度　

新
卒
ク
ラ
ス
委
員
紹
介

新
卒
ク
ラ
ス
委
員
紹
介

（（
高高
7575
期期
））

　

同
総
会
費
の
収
入
は
、皆
様
方

の
ご
協
力
に
よ
り
年
々
増
加
し
て

お
り
ま
す
が
、一
方
で
支
出
の
方

も
学
校
協
力
費（
生
徒
部
活
動

支
援
、同
窓
会
奨
学
金
等
）、同

窓
会
会
報
費
な
ど
増
加
し
て
お

り
ま
す
。収
支
バ
ラ
ン
ス
に
は
気
を

つ
け
て
い
ま
す
が
、財
務
状
況
は

な
か
な
か
良
く
な
り
ま
せ
ん
。繰

越
金
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

収
入
元
は
同
窓
会
年
会
費
と

新
卒
業
生
の
入
会
金
だ
け
で
す
。

今
年
度
は
会
費
納
入
に
関
係

な
く
、同
窓
会
会
報
は
同
窓
生
に

（
一
万
二
千
程
）を
発
送
致
し
ま

し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、こ
の
状
況
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、今
年
度
も
、

同
窓
会
年
会
費（
三
千
円
）お
よ

び
寄
付
金
の
お
振
込
み
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。振
込
用
紙
は

会
報
に
同
封
い
た
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
振
替
口
座
に
他
金
融

機
関
か
ら
お
振
込
を
い
た
だ
く

場
合
の
店
舗
番
号
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。

（
財
務
委
員
長　

吉
岡 

郁
典
）

同
窓
会 

年
会
費
（
三
千
円
）

お
よ
び
寄
付
金
納
入
の
お
願
い

＊
成
績
優
秀
者
奨
学
金

該
当
者
な
し

＊
認
定
海
外
留
学
奨
励
金（

ド
イ
ツ
渡
航
）

　

６−

４　

足
立　

悠
衣

＊
学
年
優
等
賞 　

　

６−

４　

足
立　

悠
衣

＊
東
京
都
高
等
学
校
体
育
優
良
生
徒

　

６−

５　

髙
橋　

耀
宥

　

６−

６　

牧
野　

碧
水
夏

※
２
名
と
も
高
校
バ
レ
ー
部

※詳しくは法政大学校友会のホームページをご参照いただくか、校友会事務局へお問い合わせください。

法政大学校友会事務局　03-3264-1831 
j imukyoku@hoseinet.or.jp

法政大学校友会は生涯にわたって母校との繋がりを意識できる法政ネットワークで
す。入会がお済でない方は、ぜひ、この機会に校友会終身会員にご加入ください。
終身会員になりますと、法政に関する情報はもとより「リロクラブ」という全国20万
以上ある衣食住遊の事業所（飲食店/ホテル・旅館/ゴルフ場/ファッション店等々）
の優待サービスを受けることができます。施設の利用や食事等では同伴者も特典
を享受できます。ご家族、友人等とのお出かけの機会にはお得なサービスをご利用
してみませんか。
なお、ご入会の際は所属パートナーを「法政高校同窓会」とご指定ください。
なお、2014年3月以降に法政大学をご卒業された方はすでに加入済ですので手続
きの必要はありません。

法政大学校友会　会員募集中法政大学校友会　会員募集中  
（所属団体：法政大学高等学校同窓会）（所属団体：法政大学高等学校同窓会）

終身会費 30,000 円
（1968 年 3 月以前に高校卒業した方は 15,000 円）

法政大学校友会

《銀 行 名》ゆうちょ銀行
《金融機関
　 コード  》9900

《店　　番》019
《預金種目》当座
《店　　名》
019 店（ゼロイチキュウ店）

《口座番号》0076931
《受取人氏名》
法政大学高等学校同窓会

https://hoseinet.or.jp/

２
０
２
２
年
度 

報
奨
制
度
表
彰
生
徒

 

（
卒
業
式
表
彰
者
）
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